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対策箇所

中間評価事例（事故データ） No.8 国道5号 札幌市手稲区手稲本町3条4丁目5

《対策前》

《対策後》

《フォローアップ代表事例集》4．事故危険区間のフォローアップについて

対策前後の事故危険区間詳細図

至

札
幌
市
街
地

●R3
●R4
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●H24
●H25
●H26
●H27

■位置図

②

対策箇所

国道番号 国道5号

地先名 札幌市⼿稲区⼿稲本町3条
4丁⽬5

選定年度 H22

選定条件 事故データ

対策着⼿年度 H30

対策完了年度 R2

■基本情報

至

小
樽
市

追突事故等を防⽌するため
滑り⽌め舗装及び減速路⾯表⽰、
路⾯表⽰、右折⾞線を設置

至

札
幌
市
街
地
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小
樽
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②

至 小樽市

至 札幌市街地

至 小樽市

至 札幌市街地

出典︓地理院地図
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■事故件数

■ターゲット事故

1.75

0.50
0

0.5
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2

対策前 対策後

1.50

0.250
0.2
0.4
0.6
0.8
1

1.2
1.4
1.6

対策前 対策後 対策前 対策後

ターゲット事故① ターゲット事故②

（件/年）

（件/年）

⼈対⾞両
出会い頭
⼈対⾞両
追突
右左折時
⼯作物衝突
その他

経過観察
結
果

《フォローアップ代表事例集》4．事故危険区間のフォローアップについて

事故詳細分析 フォローアップ結果

【事故件数】
○ 対策前は1.75件/年だったが、対策後は0.50件/年に減少
【ターゲット事故】
○ 追突事故は対策前は1.50件/年だったが、対策後は未発⽣
○ 出合頭両事故は対策前0.25件/年だったが、対策後は未発⽣

※ITARDA事故データ（対策前：H24 ～H27 、対策後：R3～R4） ※ 大幅な周辺状況の変化等により、事故形態の変化があった場合

※

事故詳細分析

No

Yes

経過観察 追加対策検討

事故０件
Yes

No

事故形態の変化No

Yes

ﾀｰｹﾞｯﾄ事故
件数減少

追加対策実施後
に再評価

■フォローアップ

事故0件 no

ﾀｰｹﾞｯﾄ事故
件数減少

yes

事故形態の
変化

－

評 価

中間評価事例（事故データ） No.8 国道5号 札幌市手稲区手稲本町3条4丁目5
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N⾄ 札幌市

⾄ 千歳市

対策箇所

36

36

最終評価事例（事故データ） No.233 国道36号 恵庭市西島松248番地
《フォローアップ代表事例集》4．事故危険区間のフォローアップについて

対策前後の事故危険区間詳細図

至

千
歳
市

■位置図

国道番号 国道36号

地先名 恵庭市⻄島松248番地

選定年度 H28

選定条件 事故データ

対策着⼿年度 H30

対策完了年度 H30

■基本情報

②

①

追突事故等を防⽌するため
滑り⽌めカラー舗装、減速路⾯
表⽰、路⾯表⽰を設置

《対策前》

《対策後》

対策箇所

至

札
幌
市

●H14
●H15
●H16
●H17

●H31/R1
●R2
●R3
●R4

至

千
歳
市
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札
幌
市

①

②

至 千歳市

至 札幌市

至 千歳市

至 札幌市

重傷

出典︓地理院地図
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最終評価事例（事故データ） No.233 国道36号 恵庭市西島松248番地

■事故件数

■ターゲット事故

（件/年）

（件/年）

⼈対⾞両
出会い頭
正⾯衝突
追突
右左折時
⼯作物衝突
その他

《フォローアップ代表事例集》4．事故危険区間のフォローアップについて

事故詳細分析 フォローアップ結果

【事故件数】
○ 対策前は3.25年/件だったが、対策後は1.00件/年に減少
【ターゲット事故】
○ 追突事故の対策前は3.00件/年だったが、対策後は1.00件/年に減少
○ 右左折時事故の対策前は0.25件/年だったが、対策後は未発⽣
【重⼤事故】
○ 対策前は重⼤事故が0.25件/年だったが、対策後は未発⽣

■フォローアップ

事業完了区間
結
果

死亡
重傷

■重大事故
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0.00
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対策前 対策後
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ターゲット事故① ターゲット事故②

※ITARDA事故データ（対策前：H14～H17 、対策後：H31～R4）

事故0件 no

ﾀｰｹﾞｯﾄ事故
件数減少

yes

重大事故
件数減少

yes

事故3割以上
減少

yes

評 価

Yes

Yes

No

事故0件
Yes

No

事故詳細分析

ﾀｰｹﾞｯﾄ事故
件数減少

事故3割以上減少

重⼤事故
件数減少and

No

追加対策による効果
が見込めない場合

追加対策検討事業完了区間

事故危険区間から解除 6
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最終評価事例（地域の声） No.170 国道241号 音更町木野大通東3丁目1
《フォローアップ代表事例集》4．事故危険区間のフォローアップについて

■位置図 《対策前》

対策箇所

国道番号 国道241号

地先名 ⾳更町⽊野⼤通
東3丁⽬1

選定年度 Ｈ25

選定条件 地域の声

対策着⼿年度 H27

対策完了年度 Ｒ4

■基本情報

対策前後の事故危険区間詳細図

Ｈ20以前
Ｈ21
Ｈ22
Ｈ23
Ｈ24

⾄ ⼠幌町

⾄ 帯広市出典︓地理院地図

対策箇所
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交通量の多い市街地交差点のため
事故が多数発⽣

②

①

R5

⾄ 帯広市

⾄ ⼠幌町

⾄ ⼠幌町

⾄ 帯広市

⾄ 帯広市

⾄ ⼠幌町

⾄ ⼠幌町

⾄ 帯広市

⾄
帯
広
市

N

《対策後》

8

物

倉H･T

H･T 車

41.31.26.66.51.55

As

物

物 物

車

As

車H･T

物

物

物

As

2
5
0

住

町
道
木
野
市
街
東
側
第
７
号

道
道
上
士
幌
士
幌
音
更
線

T16

T14

T17

T25

T24

H･T

物

住

As

As

G

住

As

As

As

As

As

物

G

G

H･T

As

H･T

G

G

物
H･T

ハウス

物

ビニール

H･T

H･T

G

▽

G

物

花

花

空

駐

駐

駐

空

空

駐

駐

駐

駐

駐

駐

門
型

標
識

車43.31.26.66.97.10北電鈴蘭南幹34

看

ポスト

看

開

開

看

φ450

φ
2
5
0

D
C
I
P
N
S
φ

15
0

HPPφ
75V
P
φ

7
5

S
A(3

)
V(

6)

D
CI
P

NS
φ
2
0
0

看 看

看

看

住

IPNO.15KP158780

KP158900

KP158920

BC
1
5
88

1 7
.4

2 6

E
C1

5 8
8
32

.9
37

KP158760

KP158880

KP158960

KP158860

R
=4

50

KP158940

R=
45

0

KP158800

KP158890.5

KP158778.2

KP158980

KP158840

KP159.0

KP158.8

道

φ450

φ
3
0
0

φ
3 0
0

φ
3
00

鈴蘭南幹40右1

▽

H･T

▽

物

▽

物

▽

▽

物

鈴蘭南幹40右2

G

H･T

花

As

G

倉

As

▽

▽

カーポート

花

KP158820

意
意

追突注

追突注

注

意

突
突

注
注

意

突

意

意

追
追

追

意 注 追突
突 追注

鈴蘭南幹40右3
43.31.26.85.81.85

43.31.26.86.99.35
鈴蘭南幹40

43.31.26.65.55.81

花

43.31.26.65.37.76

北電鈴蘭南幹35

鈴蘭南幹47

43.31.26.65.40.96

開N(3)T(4.1)

KP159013.

KP159000

VP
φ

7
5

B
TC

15
87

67
.4

26

E
TC
1
58
8
82
.
93

7

▽

▽

▽

▽

▽

H･T

▽

▽

▽

▽

AsG

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

indigo

▽

▽

看板

看板

看板

看板

看板

鈴蘭南幹45

43.31.26.86.61.30 43.31.26.86.31.27

仕
43.31.26.75.06.94

43.31.26.86.55.47

仕

鈴蘭南幹43

鈴蘭南幹44

43.31.26.76.75.12

看板

鈴蘭南幹42鈴蘭南幹41

43.31.26.75.26.99

北電鈴蘭南幹29

北電鈴蘭南幹30

43.31.26.76.81.33北電鈴蘭南幹31

43.31.26.86.09.40

仕

43.31.26.76.37.22

鈴蘭南幹46

北電鈴蘭南幹32

43.31.26.75.60.99

43.31.26.76.16.15

鈴蘭南幹43第2右1

鈴蘭南幹43右1

43.31.26.75.14.73

北電鈴蘭南幹33

カーポート

43.31.26.75.44.94

カーポート

43
.
3
1
.
26
.
7
6
.65

.
4
8

3 .
31
.
2
6 .
76
.
52
.
6
6

木
野

仲
通

幹
1
6第

2
右
2

4
3.
31
.
2
6.
7
6 .
49
.
4
4

物

木
野
仲

通
幹
1
6
右
2

木
野

仲
通
幹

1 6
第
2
右
1

車

物

物

倉 住

車

車

物

物

犬小屋

物

物

車
物

車

物

車

物

車

▽

A

As

物

As

住

物

As

As

▽ As

案内標識

道
道
長
流
枝
内
木
野
停
車
場
線

滑り止め・カラー舗装

⾄
帯
広
市

④

滑り止め・カラー舗装

減速路面表示・付加車線

路面表示

「追突注意」

右折誘導線

路面表示

「追突注意」

減速路面表示

③

・付加車線

R5.2.13

追突事故等を防⽌するため
付加⾞線、滑り⽌め・カラー舗装、
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交通事故対策と併せて
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最終評価事例（地域の声） No.170 国道241号 音更町木野大通東3丁目1
《フォローアップ代表事例集》4．事故危険区間のフォローアップについて

地域の声 フォローアップ結果

■フォローアップ

事業完了区間
結
果

事業完了区間 追加対策検討

「地域の声」に基づく選定区間（対策完了後）「地域の声」に基づく選定区間（対策完了後）

市町村の声による評価
●アンケート・パブコメ：市町村の声
●通学路緊急合同点検：学区毎の推進体制

No
対策効果あり

Yes

追加対策による効果
が見込めない場合

追加対策実施後
に再評価

 本交差点で２車線から１車線に車線減少と
なるため、直進したい車両が交差点手前で
直進側に車線変更をする際に急な割込があ
り、追突しそうになった。

【対策前】地域の声

評価 効果有り

【理由】

【地域の声】
○ 対策前は⾛る⾞線を間違うドライバーが多く、急な⾞線変更などにより事故が多発。
○ 対策後は付加⾞線及びカラー舗装の整備により、⾞線が明確化され、安全性が向
上。

事故発生状況

※ITARDA事故データ（対策前：H21～H24、対策後：Ｒ5）
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0.00
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0.4

0.6

対策前 対策後

⼈対⾞両
出会い頭
正⾯衝突
追突
右左折時
⼯作物衝突
その他

■ターゲット事故
（件/年）

 付加車線の整備及びカラー舗装による交差
点の明確化と路面標示によるドライバーへ
の注意喚起により、交差点手前で急な車線
変更をする車両が減る等、危険性が減り、
交差点内における安全性が向上したため。

事故危険区間から解除 9
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最終評価事例（事故データ） No.96 国道235号 苫小牧市字柏原6-178
《フォローアップ代表事例集》4．事故危険区間のフォローアップについて

対策前後の事故危険区間詳細図

■位置図

国道番号 国道235号

地先名 苫⼩牧市字柏原
6-178

選定年度 H25

選定条件 事故データ

対策着⼿年度 H30

対策完了年度 H30

■基本情報

①

②

③

④

《対策前》

交差点で追突事故が発⽣

Ｈ19
Ｈ20
Ｈ21
Ｈ22

《対策後》

至

浦
河
町

至

苫
小
牧
市
街

対策完了後
出会い頭事故が発⽣

Ｈ31/R1
R2
Ｒ3
Ｒ4

①

②

対策箇所

234

至

浦
河
町

235

⾄ 岩⾒沢市

⾄

苫
⼩
牧
市
街

対策箇所

⾄ 浦河町

至

苫
小
牧
市
街

③

④

重⼤事故

重⼤事故

追突事故等を防⽌するため
路⾯表⽰、注意喚起標識、段差舗装を設置

至 浦河町

至 苫小牧市街

至 苫小牧市街

至 浦河町

至 浦河町

至 苫小牧市街

至 浦河町

至 苫小牧市街

出典︓地理院地図
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R4.11.14



1.50

0.50 0.75
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対策前 対策後 対策前 対策後

ターゲット事故① ターゲット事故②

0.25 0.25
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1

対策前 対策後

（件/年）

最終評価事例（事故データ） No.96 国道235号 苫小牧市字柏原6-178

■事故件数

■ターゲット事故

（件/年）

（件/年）

⼈対⾞両
出会い頭
正⾯衝突
追突
右左折時
⼯作物衝突
その他

《フォローアップ代表事例集》4．事故危険区間のフォローアップについて

事故詳細分析 フォローアップ結果

【事故件数】
○ 対策前は2.00件/年だったが、対策後は0.75件/年で60％減少
【ターゲット事故】
○ 追突の対策前は1.50件/年だったが、対策後は発⽣していない
○ 出会い頭の対策前は0.50件/年だったが、対策後は0.75件/年で50％増加
【重⼤事故】
○ 対策前は0.25件/年だったが、対策後は0.25件/年で横ばい

■フォローアップ

事故0件 No

ﾀｰｹﾞｯﾄ事故
件数減少

No

重大事故
件数減少

No

事故3割以上
減少

－

評 価

追加対策検討
結
果

死亡
重傷

■重大事故

※ITARDA事故データ（対策前：H19～H22、対策後：H31～R4）

2.00

0.75
0

0.5

1

1.5

2

2.5

対策前 対策後

追加対策検討事業完了区間

Yes

Yes

No

事故0件
Yes

No

事故詳細分析

ﾀｰｹﾞｯﾄ事故
件数減少

事故3割以上減少

重⼤事故
件数減少and

No

追加対策による効果
が見込めない場合

事故危険区間から解除
追加対策実施後に再評価
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